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【データ量】約２２，０００テーブル、約１．５億レコード



道路保全情報システム（RIMS）
●点検管理システム

道路構造物の点検から補修に至る情報を記録し、一元化
することで継続的な道路構造物のメンテナンスを支援

●道路資産管理システム

道路保全管理業務を遂行する上で、全ての業務の基幹とな
る道路構造物の諸元情報等をチェック・登録・更新、提供
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●工事規制システム

効率的・合理的な工事規制計画を策定し、工事に伴う渋

●図面画像管理システム

電子化された道路管理用図面を検索 表示 印刷することにより

系
理
系

効率的 合理的な工事規制計画を策定し、工事に伴う渋
滞を削減するとともに円滑な工事規制予定情報を提供

電子化された道路管理用図面を検索・表示・印刷することにより、
危機管理業務をはじめとする道路保全管理業務全体を支援
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道路保全情報システム（RIMS）
●計数管理システム

維持管理事業の各プロセスで設定、派生する目標値や事業費、
事業量等の定量的な数字を共有し、事業戦略の立案を支援

●橋梁マネジメントシステム

橋梁に関する諸元情報、点検情報、補修情報等を利用し、橋
梁にお健全度評価や劣化予測を実施し、補修計画を支援
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●舗装マネジメントシステム●トンネルマネジメントシステム マネジメント系

工事等から発生するデータを効率的に蓄積し、路面性状デー
タから現状や経年変化、将来予測を実施し、補修計画を支援

覆工画像をひび割れ展開図へ反映させ、健全度を評価し、打音・
近接目視の現地調査時の優先順位を定め作業の省力化を支援
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現システムの課題

各システムに膨大なデータが蓄積されているが・・・

⇒ データ連携してなく各システムから必要データを抽出して人力で加工

デ 特 加⇒ 必要データを特定し、自動で取得・加工したい

[橋梁補修計画策定の場合]

中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績 中計 実績

青森 十和田 盛岡 北上 古川 仙台 福島 郡山 八戸 秋田 山形 会津若松 いわき 横手 鶴岡

東北支社

【 H27】事業数量 12 ,300 0 0 0 61,98 1 0 1 4,539 0 63 ,187 0 66,0 25 0 35,99 3 0 1 3,550 0 32 ,627 0 4,62 0 0 0 0 2 6,000 0 24 ,6 26 0 22,40 2 0 0 0

【 H26】事業数量 0 0 709 0 47,98 9 0 2 0,177 0 16 ,135 0 95,0 99 0 34,04 3 0 1 9,034 0 8,1 49 0 5,88 0 0 8,400 0 3 3,200 0 34 ,9 72 0 9,344 0 0 0

【 H25】事業数量 950 0 410 0 63,58 6 0 2 3,836 0 34 ,957 0 86,6 63 0 39,10 0 0 3 7,478 0 82 ,878 0 4,20 0 0 0 0 4 1,600 0 43 ,4 11 0 21,69 2 0 0 0

【 H24】事業数量 58 ,127 24 ,536 828 0 71,98 5 15,106 3 7,675 0 23 ,204 0 79,3 88 0 52,98 9 0 3 6,450 0 59 ,180 0 2,94 0 0 1,680 0 2 4,000 39 ,605 11 ,3 88 0 21,62 2 0 0 0

【 H23】事業数量 0 7,0 89 200 14,5 56 39,15 2 24,683 2 3,017 0 74 ,129 0 75,9 62 0 22,95 0 0 7 2,510 13 ,279 67 ,065 66,8 41 7,56 0 6,903 2,772 0 1 3,200 31 ,201 60 ,0 59 5,91 6 21,93 1 0 0 0

【実施率】事業数量 44.3% 678.4% 14 .0% 0.0 % 0.0% 0.0% 0 .0% 7.4 % 26.7% 2 7.4% 0 .0% 51.3 % 3.4% 0.0%
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＝事業数量＝

【 H2 7】事業数量

【 H2 6】事業数量

【 H2 5】事業数量

【 H2 4】事業数量

【 H2 3】事業数量

【実施率】事業数量

[橋梁補修計画策定の場合]

図面画像
管理システム
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点検
管理システム

点検結果
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点検結果
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解決策の１つとして・・・
一元管理されたＤＢより、諸元情報、図面情報、点検情報、補修履歴などの保有資産
の情報を位置情報（KP）を基に一括して表示

統一化された

次世代RIMS DB

データベースモデル 資産情報 点検結果

マネジメント指標

各種データを自動

取得し、統合・可視化

保有データの高度保有デ タの高度
利用と計画策定の

効率化

橋梁マネジメン
トの情報

資産管理シス
テムの情報

図画像管理シ
ステムの情報

点検管理シス
テムの情報
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例）保有資産の状態を可視化
Confidential
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情報（テキスト・画像等データ）を収集する技術

スマートメンテナンスハイウェイ（ＳＭＨ）プロジェクト

①点 検

こ
れ

情報（テキスト 画像等デ タ）を収集する技術

固定式センサーによる収集 移動式センサーによる収集

れ
ま
で

原
則

②変状の判定・評価

則

人
が
全

収集した情報を伝達する技術

有線による伝達 無線による伝達

③点検結果の記録

全
て
対
応 920MHz, 2.4GHz, 5GHz

(広域 : 4G,ＬＴＥ…) IoT,M2M

④補修計画
の策定

⑤補 修

（
マ
ン
・
マ
シ

伝達された情報を蓄積・処理・解析・分析する技術

(広域 : 4G,ＬＴＥ ) IoT,M2M

⑥補修結果の記録

⑤補 修
シ
ー
ン
）

解析・分析された情報をマネジメントに活かす技術
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⑦データベース蓄積



ワークショップへの提供データ①

ＫＰ⇒緯度経度変換データ

以下の資産データを登録

道路コード

路線コード

IC・JCTデータ

SA・PAデータ

バスストップデータ

橋梁諸元データ橋梁諸元デ タ

トンネル諸元データ

車線数・幅員データ車線数 幅員デ タ

カタログサイトから提供
http://sip-ckan ubin jp/
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データは本ＷＳのみで使用願います
http://sip ckan.ubin.jp/

ワークショップへの提供データ②

各データの説明

デ タ名 内 容データ名 内 　容

①ＫＰ⇒緯度経度変換データ
ＫＰとは、各道路（東北道など）の起点からの距離（Km）を示し
たもの。ＫＰと緯度経度の関係を示したデータ

②道路コ ド 道路の識別コ ド②道路コード 道路の識別コード
③路線コード 路線の識別コード
④IC・JCTデータ 諸元情報（名称、位置、完成日等）
⑤SA・PAデ タ 諸元情報（名称 位置 完成日 駐車マス数等）⑤SA・PAデータ 諸元情報（名称、位置、完成日、駐車マス数等）
⑥バスストップデータ 諸元情報（名称、位置、完成日等）

⑦橋梁諸元データ
諸元情報（橋梁名、位置、橋長、上部構造、幅員、床版構造、
下部構造 基礎構造等）下部構造、基礎構造等）

⑧トンネル諸元データ 諸元情報（名称、位置、トンネル長、坑口形式、掘削方法等）
⑨車線数・幅員データ 車線数、幅員、延長

■詳細は、第２部データ分析実習で説明します
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